
児童 保護者教職員

命の大切さ
や安全な行
動

3.7 3.8 3 3.5

学校のきま
りの遵守

3.3 3.7 3.3 3.3

不登校や
いじめの早
期発見・早
期解決

いじめや不
登校のない
指導

3.6 3.6 3.7 3.5

体力の向
上

運動への意
欲

3.2 3.4 3.1 3.3

「早寝・早
起き・朝ご
飯」の定着

3.2 3.4 3.4 3

学校だより
やホーム
ページ等で
の情報発
信

3.8 3.7

要望や相談
への対応

3.8 3.7 3.8

PTA活動
の充実

3.4 3.2 3.3

地域の人
材活用

3.5 3.8

学校運営
協議会等
の協議結
果の反映

3.1 3

地区内の
小・中学校
との連携

3.3 3.2

　

他者を尊重し
協働する子

地域や社会を
切り拓く子

3.4

3.3

〇　継続的な指導は評価できるが、行動変容につながっているかの検証が不十分である。成果を見取る視点を明確にした指導改善が必要である。
〇　保健指導のおかげで良くなっていることはとても良い。
〇　夏休み、冬休みの朝ご飯作り、お弁当作りは評価できる取組だと思う。先日、せんざいがあまり好きではない児童が数人いて愕然とした。物があり過ぎて嗜好や変化
している現実には戸惑いを感じる。
〇　取組の成果が出ている。引き続き取り組んでもらいたい。
〇　今後も児童の健康に関心を向け、児童の健やかな育ちを見守ってほしい。

○　歯の保健指導に数年取り組んでいて、むし歯の治療率や児童の歯の状態がよくなって
きている。また、児童は給食をよく食べていて、残食が少ない状況である。夏休みと冬休み
には朝ごはんづくりやお弁当づくりに家庭で取り組み、食への意識は高い。本年度は、９月
の参観日に合わせて、給食試食会を行い、養護教諭から給食や健康課題について保護者に
話をした。（保護者９７％　教職員１００％）
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〇　道徳や学級活動では理解が進んでいるが、日常生活の中で行動として十分に表れているとは言えない。思いやりを「分かる」から「できる」へとつなげる
ため、具体的な行動場面での評価と振り返りが求められる。
〇　とても良い。
〇　登下校中も上級生、下級生隔たりなく仲良く接している姿を見かける。
〇　異学年構成の清掃や交流活動はたいへん良い取組であると思う。
〇　特に教職員の評価が１００％で素晴らしいと思う。人権教育の視点を交えた取組の成果が出ている。引き続きの取組をお願いしたい。
〇　少人数校ならではの仲の良さ等の良い点もあるが、仲が良すぎて相手に嫌な思いをさせてしまうといけないこともある。「親しき仲にも礼儀あり」で、こ
れから注意をしていかないといけないところだと思う。

○　道徳の授業で思いやりの心を育てたり、学級活動では、学級の課題等に対して話合
いや人権教育の視点を交えた人間関係の醸成等について指導したりしている。異学年構
成の清掃や、１年生と２年生との交流活動等を意図的に設定している。昼休み時間には
異学年の児童が一緒になって遊ぶ姿が多く見られる。丁寧でない言葉を使ったり、友達
の言動に流されてしまっている様子も見られる。引き続き、全教育活動を通して、人権
教育を推進していく必要がある。（児童８１％　保護者９８％　教職員１００％）

3.233.6

3.6

○　PTA奉仕作業や運動会の団技等で、保護者や地域の方に積極的に参加していただい
た。本年度は、３～６年児童が俵踊りを運動会や都城民俗芸能祭で披露することができ
た。朝の見守り活動や町探検、持久走大会の監視等、学校支援にご協力いただいてい
る。今後も、地域とともにより郷土愛が高まるようにしていく必要がある。
（児童８８％　保護者９０％　教職員１００％）
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〇　個別指導や声かけなど、児童に寄り添った支援が行われている点は評価できる。しかし、対応が個々の教職員の力量や経験に依存して
いる面も見受けられる。今後は、支援事例や成果を学校全体で共有し、組織的・継続的な支援体制として確立していくことが求められる。
〇　苦手意識解消になり良いと思う。
〇　スマホやゲームのしすぎで目を悪くする子どもが増えていると聞く。その点を注意してほしい。
〇　小学校時代に苦手意識を克服できないと、大きなハンディになるので、個別指導で解消に努めてほしい。
〇　３者とも高評価。今後も引き続き苦手意識の解消をお願いする。
〇　個々に合った個別指導を行っていることは児童や保護者にとって有難いことだと感謝する。

○　デジタル教科書や掲示物等を活用したり、学習につまずいている児童には個別指導
を行ったりすることを通して苦手意識の解消に努めている。今後も、個に応じた指導を
行い、学力向上に努めていくことが必要である。（児童８６％　保護者９３％　教職員
８９％）

3.13.53.4

〇　読み聞かせや地域ボランティアの協力により、読書に親しむ環境は整えられている。ただし、これらの取組が日常的な読書習慣の定着や学力向上にどの程度
結び付いているかは明確ではない。今後は、読書活動を学習と関連付け、量と質の両面から効果を検証する視点が必要である。
〇　タブレットを見る機会が多いが、何とかたくさん本を読んでほしい。
〇　貸出冊数は「くれよん号」も含まれているのだろうか。もしそうでなければ含んでも良いと思う。
〇　最初は漫画でも何でも、自分の気に入った本を手に取って読み始めれば良いと思う。それを習慣づけることが大事である。私は今でも年間１００冊位読む。
〇　図書館サポーターの本の整理状況は評価できる。本の冊数というバロメーターは一つの比較にはなると思うが、どんな本を読んで何を感じたかだと思う。読
書感想文を発表する機会を設定したらよいのではないか。
〇　読書活動に様々な取組がされている。全校読書の時間をさらに充実させてもらいたい。
〇　図書館へ行く機会を増やし興味をもつようにしてみるのはどうだろうか？（授業で調べものをする、宿題をする、いろいろなジャンルの本を手にしてみる。）

○　図書館サポーターや職員、図書委員会、ドロップスによる読み聞かせを行ってい
る。図書館サポーターによる様々な取組やくれよん号の図書の貸出、学校への寄贈本も
毎年行われている。毎朝、「全校読書の時間」を５分間設定している。１・２年生は１
２月に市立図書館の見学を行っている。休み時間に本を読んでいる姿が見られる。本の
貸出冊数が昨年度よりも減っているが、これまでの取組に加え、各学年の目標冊数を決
め、図書に触れる機会を確保しながら貸出冊数の増加を図っていく。（児童６９％　保
護者７４％　教職員７８％）
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〇　継続的な指導により、あいさつの場面は増えているが、指導が弱まると行動も弱まる傾向が見られる。形式的なあいさつに終わらせず、相手を意
識した自発的な行動へと高めていくことが次の課題である。
〇　地域によるが、あいさつをしてもあいさつをしない児童がいると聞いたことがある。
〇　毎朝の見守りの時には、何人かは大きな声であいさつしてくれるが、全体的に声が小さい、しない児童もいる。地域でも大きな声であいさつしよ
う。
〇　あいさつの指導はとても重要で、自ら進んであいさつ習慣を付けるように継続的に促していく必要がある。
〇　大きな声であいさつする児童が多いと思う。今後もあいさつの励行が徹底されるよう取り組んでもらいたい。
〇　あいさつは人間関係の基本であり、相手の存在を認め、信頼関係を築くための重要なコミュニケーションのきっかけとなるので、今後も元気なあ
いさつを継続してほしい。

○　毎朝、児童玄関の前で、班ごとに大きな声であいさつをすることを継続して行って
いる。昨年度よりも、元気のよい大きな声のあいさつが聞かれる。職員に自ら進んであ
いさつをする児童も多い。友達同士のあいさつや名前を呼ばれたら返事をするという基
本的なことを今後も継続して行っていくことが必要である。（「あいさつや返事」児童
８３％　保護者９６％　 教職員６７％）

2.8

〇　木小スタンダードを基盤とした学習規律は概ね定着しており、授業中の姿勢や学習環境の安定という点では一定の成果が見られ
る。一方で、スタンダードが「守るべき型」として受け止められるにとどまり、児童自身が学びを振り返り、活用する段階には十分至って
いない。今後は、スタンダードを単なる行動規範ではなく、学習力を高めるための道具として児童が自覚的に使えるようにする指導が
求められる。
〇　可能なら授業研究を増やすと良いと思う。
〇　問題をじっくり読む力がない児童が見られる。しっかり読んで問題の意味が分かった成功体験の蓄積が必要だと感じる。
〇　保護者の数値が高い根拠・理由が知りたい。興味がある。
〇　３者（児童、保護者、教職員）とも高評価である。今後の取組で教職員４を期待したい。
〇　児童、保護者と教職員との自己評価に差を感じる。学校の取組を分かりやすく伝えていってほしい。

○　本年度も２回の授業研究を行い、読み解く力の育成及び木小スタンダードの徹底を
図る授業改善に取り組んだ。木小スタンダードについては、学年の実態を分析し、学習
指導週間を設定したり、家庭へ協力を求めたりして定着を図っていくことが必要であ
る。（「進んで学習に取り組む」児童８３％　保護者９８％　「木小スタンダードの定
着」教職員７８％）

〇　話合いやICTを用いた活動は行われているものの、発言や表現が一部の児童に偏り、全体として表現力が伸びているとは言い切れない。「表現す
る場を設けている」ことと「表現力が育っている」こととは異なる。今後は、発言の質や変化を評価指標として捉え、段階的な指導計画と成果の検証を
伴う表現力育成が必要である。
〇　数回の授業参観の印象でしかないが・・・。自分なりに、自分なりの言葉で発言、発表できている児童が多いと感じた。
〇　発言できる雰囲気づくりが大事だと思う。
〇　先日の研究公開授業でも大勢の先生たちの前でも普段と変わりなく発表していたのでよかったと思う。
〇　スマートフォンの普及によって、コミュニケーション能力の未熟な社会人が増えているようだ。発言の苦手な児童も、ちょっとしたきっかけで自信を
もつものなので、成功体験を増やしてあげる工夫をお願いしたい。
〇　児童の評価が６９％と控えめになっている。児童が自信をもって発言できる雰囲気づくりに努めてもらいたい。
〇　授業の中で一つの答えを導くまでの過程をもっと自由に多角的にアプローチで導き出すことを認め合えることが必要かもしれない。（考える過程
の楽しさ、満足度）

○　授業中に積極的に発言する児童とそうでない児童の二極化が見られる。ICTを効果
的に活用することを通して、児童の意見を取り入れる等の工夫を行っているが、自分の
考えをはっきりと分かりやすく言うことができない児童が２６％いるため、どんな意見
も認め合える学級の雰囲気づくりに努め、児童一人一人が自分の考えをもち、自信を
もって発言できる学習活動を工夫・改善していく必要がある。          （児童６９％
教職員８９％）

〇　児童・保護者双方から高い評価が得られており、授業の構成力や説明の工夫が学校全体で共有されている点は本校の大きな強みである。これま
での取組が成果として明確に表れており、高く評価できる。今後はこの強みを基盤に、「分かる授業」から「考えを深める授業」へと発展させ、より高次
の学力育成につなげていくことを期待する。
〇　少人数の良さ、特性を十分に発揮されていると思う。
〇　このまま続けてほしい。
〇　少人数のクラスなので、先生の目が行き届いているかと思う。
〇　授業参観を通じて、教職員の分かりやすい授業への取組は評価できると思う。
〇　３者とも高評価。今後も引き続き苦手意識の解消をお願いする。
〇　分かりやすい授業だと評価されており素晴らしい。

○　児童も保護者も教職員が分かりやすい授業を行っていると評価している。今後も、
OJTや校外の研修への参加等を通して更に教職員の指導力を高めていくことが必要であ
る。（児童１００％　保護者１００％　教職員８９％）
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〇　発信量は確保されているが、取組の成果や意図が十分に伝わっているとは言えない。「伝えた」ではなく「伝わったか」を意識した発信が必要である。
〇　継続して発信してもらいたい。
〇　学校HPもよく更新されていて、普段の様子もよく伝わっていると思う。
〇　以前は参観日の出席率が低かったようだが高くなったことは父親の姿が見られるようになったという変化ではないかと思う。今後とも情報発信に努めてほしい。
〇　保護者が取組を高く評価しており、成果が出ている。今後も引き続き取り組んでもらいたい。
〇　参観日の出席率が高いことは学校生活への積極的な参加姿勢や学校と家庭の連携や信頼関係の高さを感じる。

○　保護者や地域の要望や相談には真摯に受け取め、丁寧に対応している。本年度から
昨年度の学校運営協議会から木小座談会を２回開催し、地域の方の意見を聞くことがで
き、運動会にも新しく団技が取り入れられた。（保護者１００％　教職員１００％）

〇　誠実で迅速な対応が学校への信頼につながっている。今後は、寄せられた意見をどのように学校改善に生かしたのかを見える形で示す工夫が期待される。
〇　丁寧に対応していきたい。
〇　「地域の子は地域全体で育てる」。そんな精神が木之川内地区にあると思う。年２回の木小座談会で更なる団結心を醸成したい。
〇　公民館長等を交えた木小座談会は有意義な会だと思う。学校と地域が一体となるチャンスである。
〇　要望や相談に丁寧に対応されている。
〇　児童や保護者の近くにいる教職員がまずは耳を傾けることは大事なことだとは思うが、教職員の負担が大きくなることを懸念する。専門機関や地域（児童民生委員）
との連携も必要である。

〇　地域行事への参加は評価できるが、学びとしての整理が十分ではない。体験を学習に結び付け、郷土を誇りに思う意識の深化を図ることが求められる。
〇　家庭と地域と一緒に協力して郷土愛が高まるようにしたい。
〇　木小座談会で各公民館長を木小応援団に取り込めたことは大きな前進であった。木小座談会は今後も継続開催し、学校が地域の核となれるよう取り組んでほしい。
〇　今年の運動会は大いに盛り上がった。これも地域の人達やPTAの協力のおかげである。これからも継続していこう。
〇　運動会に出席できなかったが、地域の方々の喜び、学校愛が強く感じられた。PTA役員や職員の負担感は大きいかもしれないが、是非、今後も地域の思いや期待に
応えてほしいと思う。
〇　地域に根差した取組ができている。今後も引き続き取り組んでもらいたい。
〇　行事の中で児童が元気よく参加していると、地域住民も喜びを分かち合えると思う。

〇　連携の機会は設けられているが、形式的な面も見られる。今後は、教育内容や指導の接続を意識した実質的な連携が必要である。
〇　地区内の小・中学校との連携はとても大事だと思う。どんどんすべきである。
〇　行く行くは中学校で、共に学ぶ人たちなので、合同での開催は望ましい。連携を深めてほしい。
〇　十分に連携されていると思う。
〇　他校との交流は友達を作ったり話したり、一緒に学んだりと良いことだと思う。今後も協力し合って続けてほしい。

○　運動会のPTA団技や学校分収林の伐採に関して、PTA三役を中心に積極的な活動が見
られた。特に、運動会のPTA団技については、計画や準備に多くの時間を費やした。そ
の結果、運動会も更なる盛り上がりを見せた。今後は児童の減少によりPTA戸数の減少
が見込まれることから、PTA組織の編成や役割分担等を考えていく必要がある。
（保護者９０％　教職員８０％）

〇　活動は維持されているが、今後の継続性には課題がある。負担軽減と役割の再整理を進め、持続可能な体制づくりが求められる。
〇　役割分担を考えていく必要がある。
〇　地域からの協力は惜しみまない。どしどし声掛けしてほしい。
〇　学校分収林の伐採で得られた財源は、木之川内小学校の児童のために、最大限活かされるよう色々な年代層を巻き込んだ議論が必要である。関係者各位の引継ぎが重要に
なる。
〇　児童数の減少からPTA活動も困難な状況が予想されるが、組織の在り方等を検討し、児童の健全育成に資することを最優先に取り組んでもらいたい。
〇　PTA三役を中心に保護者が積極的に活動に参加されていることが学校を盛り上げることにつながると思う。今後も中心になって保護者の団結を取りまとめてほしい。

3.3

○　地域コーディネーターが中心になり、ジャガイモ掘り、町探検、持久走大会の監視
等、学校支援にご協力いただいている。かかしっ子塾やドロップスによる読み聞かせも
実施されている。今後もご協力をいただきながら、新たな取組にも地域人材を活用して
いく必要がある。（教職員１００％）

〇　地域との信頼関係が強く、学校運営を支える大きな力となっている。今後は、人材の広がりと世代交代を見据えた仕組みづくりが重要である。
〇　とても有難いことと思う。
〇　地域からの協力は惜しまない。どしどし声掛けしてほしい。
〇　じゃがいも掘りや町探検、持久走大会監視は協力いただけるボランティア人材がいるので、継続したい。
〇　私自身、学習支援サポーター１年目で、成長が出ているかどうか判断できないが、引き続き協力していきたいと思っている。
〇　地域コーディネーターの方が中心となり児童にいろいろな体験をしてくださっている。児童の豊かな心づくりの一環になっていると有難く思う。

○　学校運営協議会の協議結果について、職員の周知が足りなかったため、今後は報告
に努めていく。（教職員９０％）

〇　協議は行われているが、学校運営への反映が見えにくい状況である。協議結果を具体的な改善につなげ、協議会の機能を実感できる運営が求められる。
〇　報告をしてもらいたい。
〇　学校運営協議会メンバーと教職員との情報交換の場がほしい。
〇　たまには先生たちとの交流もしたいと思う。計画してみてほしい。
〇　委員１年目で判断できないが、今後も委員としてできる限りの協力はしていきたい。
〇　これからの課題として対応してほしい。

○　山田ブロックで学校運営協議会や小中一貫担当者会、授業研を行っている。宿泊学
習は合同で、修学旅行は山田小とバスに同乗している。連携を更に強めていく必要があ
る。（教職員１００％）

○　参観日の保護者の出席率は高い。学校便りや学級通信の定期的な発行や学校ホーム
ページの更新、さらには、地域の回覧版の活用により、本校の教育活動について保護者
や地域の方に情報発信をしている。今後も継続して発信し、更に、学校の教育活動につ
いての理解を得ていく必要がある。
（保護者１００％）3.5

3.5郷土愛
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食に関する
指導の充
実

○　昨年度から年2回、生活リズム週間を実施し、生活習慣の改善を目指し指導している。
週間中は家庭で意識して取り組めていた。昨年度より早寝ができている児童が増えて（７
２％→７７％）、朝ごはん（９９％）、夜の歯みがき（９９％）についてはほとんどの児童が習慣
化できている。しかし、早寝については、個人差もあり、今後も週間を継続して実施し、意
識を高めていく必要がある。（児童８３％　保護者９１％　教職員（指導）１００％）

自ら体・健
康づくり
をする子
どもの育
成

3 2.9

テレビやス
マホ、パソ
コン使用の
きまりの遵
守

〇　取組は行われているが、生活改善に直結しているとは言えない。家庭任せにするのではなく、学校としての関わり方や指導方針を明確にする必要がある。
〇　早寝については意識を高めていきたい。
〇　生活リズム週間の取組は継続してほしい。家庭での理解・協力が不可欠であると思うので、一体となって取り組んでほしい。
〇　取組の成果が出ていると思う。今後も継続して実施してもらいたい。
〇　早寝ができるようになって７７％。もう少し数値が上がってほしい。健康の基盤には質の良い睡眠は欠かせないと思う。

○　昼休み時間に、外で遊ぶ児童は多い。水遊び・水泳や運動会、持久走の練習、縄跳
び等に児童は意欲的に取り組んでいた。体育科の授業では、開始時に３分間走をした
り、サーキットコースを回ったりしている。毎朝、ロコモ予防ストレッチで柔軟性を高
める運動を継続している。毎日歩いての登下校や外遊びを今後も指導し体力向上に努め
ていくことが必要である。
（児童８１％　教職員８９％）

〇　行事では意欲的な姿が見られるが、日常的な運動量の確保には課題がある。運動を特別な活動にせず、日常生活の中で体を動かす習慣づくりが必要である。
〇　このまま続けてほしい。
〇　最近は家に帰っても、近所に友達がいなかったり、一人っ子だったりして、家の中で過ごすことが多い。学校にいる間だけでも、できるだけ外で遊ばせてほしい。
〇　児童にとって遊びの時間はかけがえのない時間だと思う。また、水泳や体育の授業では熱中症予防対策で苦心されると思うが、体力向上に取り組んでほしい。
〇　児童に運動への意欲があると思う。今後も体力づくりに努めてもらいたい。
〇　日々、登下校でも歩く時間を増やすだけでいい運動になると思う。歩数競争等をしても楽しみながら取り組めそうである。

○　児童はタブレットを使うことに抵抗なく取り組んでいる。生活リズム週間でも、「メディ
アをした時間」を記入し、週間中は意識して取り組んでいる。メディア２時間以内ができた
児童も昨年度よりは増えているが（７１％→７８％）、メディアの使用時間については、個人
差がとても大きい。９月の参観日では、非行防止教室でSNSとの上手な付き合い方につい
て児童や保護者に話をしていただいた。今回の調査結果からも、「テレビやスマホ、パソコ
ンを決められた時間見てない」児童が３６％いた。家庭との連携を図ったり、学級活動等の
授業を行ったりする等の取組が必要である。（「メディアの視聴時間のきまりの遵守」児童６
4％　教職員（指導）７８％）

〇　課題が明確であるにもかかわらず、改善策が十分に機能していない。実態把握や数値目標を設定し、踏み込んだ指導と家庭との協働が求められる。
〇　非行防止教室を増やしてほしい。
〇　スマホやゲームのしすぎで目を悪くする子どもたちが増えていると聞く。その点、注意してほしい。
〇　メディアの使用時間のコントロールは、家庭の役割が大きい。スマホ脳の危険性を解説できる専門家の話を親世代が拝聴する機会を更に増やして設けると良いと思
う。
〇　私たち大人もテレビやスマホに夢中になり、長く視聴することもある。難しい課題でがあるが、辛抱強く取り組んでもらいたい。
〇　児童の評価からもきまりを守れていない意識はあるように感じる。なぜルールが必要なのか、児童と一緒に考え、児童自身が納得して守れることが一番だと思う。

○　毎月１回、給食時に、命の大切さについての校内放送を行っている。また、道徳の
授業を通して、命を大切にしようとする心情を育てている。避難経路確認や不審者対応
訓練、地震や火災の避難訓練も行っている。今後も、自他の安全について考え、行動で
きる態度や能力を育てていくことが必要である。  （児童９３％　保護者１００％
教職員８９％）

〇　命の大切さについての指導は継続されているが、危険を予測し主体的に行動する力の育成には課題がある。今後は、実際の生活場面を想定した指導を通して、判断
力・実践力を高める取組が必要である。
〇　このまま続けてほしい。
〇　先ず自分の命を守る訓練をやっておくことと子供１１０番の場所、人を周知しておくことが必要だと思う。
〇　安心・安全な環境づくりは私たち大人の役目だと思うので、これからも見守り活動を継続していきたいと思う。
〇　十分な取組がされていると思う。今後も引き続き取り組んでもらいたい。
〇　日頃からの訓練や備えが大切だということを日々の訓練や日常の家庭や教員との会話から伝えていってほしい。

○　年度当初に、「木小っ子よい子のきまり」を基に、全学年、学校のきまりについて
指導している。また、夏季休業等が始まる前に、家庭や地域での過ごし方についても指
導している。集団登校の班によっては、一緒に来なかったり、班員を置いていったりす
る等のトラブルが起きることがあった。きまりの遵守については、家庭との協力を得な
がら継続的に指導していく必要がある。（児童９２％　保護者１００％　教職員（指
導）１００％）

〇　きまりを守らせる指導は行われているが、その背景や意義が十分に理解されていないため、行動の定着にばらつきが見られる。児童が納得して行動できるよう、話
合いや振り返りを通した主体的なルール理解が求められる。
〇　家庭でも指導していきたい。
〇　集団登校のまとまりのない班は、親が集合時間に無頓着な場合が多いようである。親子会と地区ごとに担当の教職員が定められているので、関与する努力が必要で
はないかと思う。
〇　３者とも高評価で、保護者、教職員で１００％であり、成果が出ていると思う。
〇　児童自身がきまりを守る大切さを理解しながら進められることが理想。今後も教職員が一丸となりきまりを守ることの重要性を伝え、厳守できるようにお願いした
い。

○　毎月１回の生活アンケートや教育相談、「ほっとハート委員会」を開催し、全職員
で共通理解を図っている。調査結果からも、人間関係は良好と考えられる。しかし、相
手の嫌がる言葉使いでトラブルに発展してしまうこともあるため、随時指導していくこ
とが必要である。
（「悩みや心配事への教職員の対応」児童１００％　「いじめや不登校のない学級づく
り」保護者９３％　教職員１００％）

〇　組織的な未然防止・早期対応の体制が確立されており、安心して学校生活を送れる環境づくりが進んでいる。本校の大きな強みであり、今後も継続的に取り組むとと
もに、取組内容を積極的に発信する姿勢を期待する。
〇　随時指導も大変必要である。
〇　大人に対してたいへん乱暴な言動が見られる児童がいる。家庭や担当職員との情報交換の場があれば、指導ができるのではないかと思う。
〇　３者とも高評価である。「ほっとハート委員会」の取組の成果が出ていると思う。
〇　「悩みや心配事への教職員の対応」が児童が１００％の数値から見ると児童は教職員へ安心、信頼をしていることがよく分かる。これからも、児童のために、無理をさ
れない範囲でご尽力をお願いする。
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